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2019 年 3 月期 通期連結決算報告 

（2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日） 

 

 2019 年 3 月期は、営業利益 6 期連続増益。最終利益も大幅増益 

 2020 年 3 月期は VA 化によるミックス改善が寄与するが、営業利益・最終利益ともに減益 

 MTP フェーズ２の方向性に変更なし。「Shift to “VA + Growth”」の重点施策実行により、

事業構造の変革を進める 

 

2019 年 3 月期は、営業利益 6 期連続増益。最終利益も大幅増益 

o グループ売上高は、下期に欧州及び北米の自動車市場が軟調となったものの、他の市場が安定的または

堅調に推移している状況を反映し、2%増収の 6,128 億円（前年 5,989 億円*） 

o 無形資産償却前営業利益は、エネルギー関連コストの上昇や南米の通貨安等の影響を受けながらも、

3%増収の 388 億円（前年 377 億円*） 

o 親会社の所有者に帰属する当期利益は、ネット金融費用の削減や持分法による投資利益の改善により、

116％増益の 133 億円（前年：62 億円*） 

 売上高 無形資産償却前営業利益 

 FY19 FY18（*） FY19 FY18（*） 

建築用ガラス事業 2,473 億円 2,380 億円 258 億円 263 億円 

自動車用ガラス事業 3,147 億円 3,114 億円 151 億円 142 億円 

高機能ガラス事業 491 億円 484 億円 81 億円 54 億円 

2020 年 3 月期は VA 化によるミックス改善が寄与するが、営業利益・最終利益ともに減益 

o 売上高は、VA 製品売上の増加により、わずかに増収となる 6,200 億円 

o 市場環境が厳しくなる中、原燃材料コストの上昇を価格転嫁できない状況により、無形資産償却前営業

利益は 5%減益の 370 億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は 17%減益の 110 億円を予想 

MTP フェーズ 2 の方向性に変更なし。「Shift to “VA + Growth”」の重点施策実行により、事業

構造の変革を進める 

o 「事業収益力強化」： VA 化加速とたゆまぬ効率化・コスト改善 

o 「成長事業の拡大」： 戦略投資の立ち上げ、新製品拡販 

o 「新規事業の育成」： ビジネス・イノベーション・センター、R&D の増強 

 

 

*：IFRS 第 15 号「顧客との契約から⽣じる収益」の適用により、修正再表⽰を⾏っております。 
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決算関係問い合わせ先： 

 ＩＲ部：  ０３－５４４３－０１００ 

報道関係問い合わせ先： 

 広報部：  ０３－５４４３－９４７７ 

 


